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１.自己紹介
 氏名 野町 綺乃

 所属 一般財団法人日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）
電子情報利活用研究部 調査研究グループ
研究員

 従事業務
 ISO/TC307に係る国内審議団体（事務局）の運営
 プライバシーや個人情報保護に係る調査・研究
 データ活用・流通に係る調査・検討会運営

など
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国際標準化について
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２.国際標準化について

【標準化とは】
バラバラの基準で作成されていたものに一定の基準を設け、その基準
の中で作成できるようにする活動のこと。

 日本で購入したUSBを使用する際に、日本製PCだけでなく、海外製PCでも
使用することができるのは、USBについての標準化がされているため。
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規格について

【規格とは】
標準化した内容の結果を文書化したもの
※厳密には「コンセンサスに基づいて作成、認知された団体によって承認された文書であり、
公衆に繰り返し使用されるため、諸活動又はその結果についての規則、指針又は特性を
規定し、所定の文脈の中で最も望ましい水準の達成を目指したもの」
（ISO/IEC専門業務用指針 第二部 3.1.1より）

階層別

国際規格
ISO、IEC

地域規格
CEN-CENELEC

国家規格
JISC

業界(団体)規格
IEEE

規制との関係

任意規格

強制規格

成立の由来別

デジュール規格
ISO、JIS

フォーラム規格
DVD-ROM

デファクト規格
Microsoft 
Windows
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３.ISO/TC307(国内審議団体)について

【ISO/TC307とは】
ブロックチェーンと分散台帳技術に係る専門委員会のこと

(Blockchain and distributed ledger technologies)
 幹事国：オーストラリア

 区分及び国数：
 Pメンバー(Participating Members：参加メンバー) 43カ国(日本)

TCの業務に積極的に参加する会員のことで、投票の義務や会議への
貢献の義務がある。
※投票を怠った場合には、Oメンバーへの降格の対象となることもある。

 Oメンバー(Observing Members：傍聴メンバー) 20カ国
オブザーバとして参加する会員のことで、文書の受領や会議に出席する
といった権利はあるが、投票はできない。

 Plenary会議（総会）：年2回(春・秋)に開催されている。
 WG（作業部会）：各WGごとに定期的に開催されている。

出典：https://www.iso.org/committee/6266604.html

https://www.iso.org/committee/6266604.html
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参考）Pメンバー：43カ国 ※25/10/2時点

黒字で国名、赤字で標準機関名が記載されている。

出典： ISO/TC 307 - Blockchain and distributed ledger technologies

https://www.iso.org/committee/6266604.html
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参考）Oメンバー：20カ国 ※25/10/2時点

黒字で国名、赤字で標準機関名が記載されている。

出典： ISO/TC 307 - Blockchain and distributed ledger technologies

https://www.iso.org/committee/6266604.html
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参考）組織構成

出典： ISO/TC 307 - Blockchain and distributed ledger technologies

https://www.iso.org/committee/6266604.html
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参考）発行済みの規格(12規格） ※25/10/2時点
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Working at Reference Title
WG1
(基礎)

ISO/22739:2024 語彙
ISO/23257:2022 リファレンスアーキテクチャ
ISO/TS 23258:2021 分類学とオントロジー

JWG4 with SC 27
(ブロックチェーンと
DLTのセキュリティ、プ
ライバシー、及びアイデ
ンティティ)

ISO/TR 23244:2020 プライバシーと個人情報保護に関する考慮事項
ISO/TR 23249:2022 ID管理のための既存のDLTシステムの概要
ISO/TR 23576:2020 デジタル資産管理者のセキュリティ管理
ISO/TR 23644:2023 DLTベースのID管理のためのトラストアンカーの概要

WG3
(スマートコントラクト
とその応用)

ISO/TR 23455:2019 ブロックチェーンと分散台帳技術システムに
おけるスマートコントラクトの概要と相互作用

WG5
(ガバナンス) ISO/TS 23635:2022 ガバナンスのガイドライン

WG6
(ユースケース)

ISO/TR 3242:2022 ユースケース
ISO/TR 6039:2023 ブロックチェーンシステム設計のための主体と物体の識別子
ISO/TR 6277:2025 ブロックチェーンとDLTユースケースのデータフローモデル

出典： ISO/TC 307 - Blockchain and distributed ledger technologies

https://www.iso.org/committee/6266604.html
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参考）開発中の規格（17規格） ※25/10/2時点
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Working at Reference Title
JWG4 with SC 27
(ブロックチェーンと
DLTのセキュリティ、
プライバシー、及び
アイデンティティ)

ISO/WD 23042 DLTベースの分散型IDシステムのリファレンスアーキテクチャ
ISO/WD 24875-1 Part 1:安全な開発
ISO/WD 24875-2 Part 2:コードレビュー
ISO/WD TS 24875-3 Part 3:総合的な診断方法
ISO/WD 24876.4 DLTベースのID管理にトラストアンカーを使用する場合の

プライバシー保護
ISO/CD 24946 DLTシステムのプライバシー機能を改善、維持、評価するための要件と

ガイダンス
ISO/WD 25126.4 分散型台帳サービスにおける ISO/IEC 27002 に基づく

情報セキュリティ管理
WG3
(スマートコントラクト
とその応用)

ISO/DTS 18126 スマートコントラクトの分類と分類
ISO/CD PAS 24874 持続可能な開発目標(SDGs)への貢献におけるスマートコントラクトの

使用に関するガイダンス
ISO/DTR 25145 DLTベースのコレクション及びコレクションの管理の概要

WG5
(ガバナンス)

ISO/CD TS 23353.2 監査ガイドライン
ISO/AWI TS 25481 ブロックチェーンとDLTにおけるDAOのガバナンス

WG6
(ユースケース)

ISO/WD TR 24878 DLT/ブロックチェーンの新たなユースケース
ISO/AWI TR 26218 DLTと炭素市場のユースケース

WG7
(相互運用性) ISO/DTS 23516 相互運用性フレームワーク

WG8
(アセットのトークン化)

ISO/DIS 20435 トークンを使用して物理的資産を表現するためのフレームワーク
ISO/AWI 25316 トークンを用いた非金融デジタル資産の表現

出典： ISO/TC 307 - Blockchain and distributed ledger technologies

https://www.iso.org/committee/6266604.html
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体制(国内外)について

【JIPDECの位置付け】
ISO/TC307の日本の国内審議団体として活動

JIPDECは、経済産業省に設置されている審議会である日本産業標準調査会(JISC)の承認を受け、
2016年から、ISO/TC307の日本の国内審議団体として、JISCに代わり、事務局業務を実施している。

ISO（国際体制）

各規格開発
グループ

TC/SC/WG

・議長
・国際幹事
・コンビーナ
・PL
・エキスパート

各国での合意をもと
に規格開発を進める
（コンセンサス） ANSI

JISC

SAC

KATS

BSI

DIN

AFNOR

その他

国代表組織

国内体制

国内審議団体
（JIPDEC）

国内委員会
（作業部会

AG/AHG/WG）

アドバイザリー
グループ

Committee
会員

NMC会員

オブザーバー

リエゾン

国内会員

国内全体の方向性
や作業部会等につ
いて議論を行う

各会員の合意をも
とに開発を進める
（コンセンサス）

出典：https://www.jipdec.or.jp/news/news/20161007.html
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